
 

 

 

 

 

 

 

11月
がつ

になって，肌寒
はだざむ

く感
かん

じる日
ひ

が増
ふ

えてきました。新
しん

型
がた

コロナウイルス感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

も心
しん

配
ぱい

ですが，気
き

温
おん

が下
さ

がると，風邪
か ぜ

やインフルエンザにかかりやすくなり

ます。体調
たいちょう

管理
か ん り

に注
ちゅう

意
い

して毎日
まいにち

の活動
かつどう

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

んでいきましょう。 

               （yoshi/PIXTA） 
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11月
がつ

の祝日
しゅくじつ

「文
ぶん

化
か

の日
ひ

」って，どんな日
ひ

？ 

 11月
がつ

3日
か

は「文
ぶん

化
か

の日
ひ

」です。「国
こく

民
みん

の祝
しゅく

日
じつ

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

」では，「自
じ

由
ゆう

と平
へい

和
わ

を愛
あい

し，

文
ぶん

化
か

をすすめる日
ひ

」と定
てい

義
ぎ

づけられています。11月
がつ

3日
か

が文
ぶん

化
か

の日
ひ

と定
さだ

められたのは，日本

国
こく

憲
けん

法
ぽう

の公
こう

布
ふ

が1946年
ねん

（昭
しょう

和
わ

21年
ねん

）11月
がつ

3日
か

だったからです。 

もともと，11月
がつ

3日
か

は明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

の誕
たん

生
じょう

日
び

「明
めい

治
じ

節
せつ

」で，戦
せん

前
ぜん

から日本人
じん

になじみのある

日
ひ

でした。第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

，連
れん

合
ごう

国
こく

軍
ぐん

総
そう

司
し

令
れい

部
ぶ

（GHQ）占
せん

領
りょう

下
か

で新
しん

憲
けん

法
ぽう

が制
せい

定
てい

され

ましたが，古
ふる

い日本の価
か

値
ち

観
かん

を切
き

り離
はな

したいGHQ の反
はん

対
たい

によって，11月
がつ

3日
か

は憲
けん

法
ぽう

記
き

念
ねん

日
び

とはなりませんでした。その代
か

わりに制
せい

定
てい

されたのが文
ぶん

化
か

の日
ひ

だったのです。ちなみに，

「憲
けん

法
ぽう

記
き

念
ねん

日
び

」は日本国
こく

憲
けん

法
ぽう

が施
し

行
こう

された5月
がつ

3日
か

です。 

公
こう

布
ふ

日
ひ

は，国
こく

民
みん

に対
たい

して新
しん

憲
けん

法
ぽう

の制
せい

定
てい

を知
し

らせた日
ひ

であり，施
し

行
こう

日
び

は，新
しん

憲
けん

法
ぽう

が実
じっ

際
さい

に

効
こう

力
りょく

を持
も

った日
ひ

です。この違
ちが

いも知
し

っておくとよいでしょう。 

芸
げい

術
じゅつ

の秋
あき

，皆
みな

さんも文
ぶん

化
か

に目
め

を向
む

けてみてはどうでしょうか？ 

 

本来
ほんらい

の意味
い み

，わかる？ 「国
こく

語
ご

に関
かん

する世
よ

論
ろん

調
ちょう

査
さ

」 

文
ぶん

化
か

庁
ちょう

が毎
まい

年
とし

行
おこな

っている「国
こく

語
ご

に関
かん

する世
よ

論
ろん

調
ちょう

査
さ

」

によると，「敷
しき

居
い

が高
たか

い」「浮
うき

足
あし

立
だ

つ」など，本
ほん

来
らい

の意
い

味
み

と

は異
こと

なる解
かい

釈
しゃく

をする人
ひと

が増
ふ

えていることがわかりました。 

 今
こん

回
かい

の調
ちょう

査
さ

では，今年
ことし

の2～3月
がつ

に16歳
さい

以
い

上
じょう

の男
だん

女
じょ

1994

人
にん

が回
かい

答
とう

しました。「浮
うき

足
あし

立
だ

つ」は本
ほん

来
らい

は「恐
おそ

れや不
ふ

安
あん

で落
お

ち着
つ

かない」という意
い

味
み

ですが，「喜
よろこ

びや期
き

待
たい

で落
お

ち着
つ

か

ない」という意
い

味
み

で使
つか

う人
ひと

が約
やく

60％いました。また，「敷
しき

居
い

が高
たか

い」は本
ほん

来
らい

「相
あい

手
て

に不
ふ

義
ぎ

理
り

などをしてしまい，行
い

きに

くい」という意
い

味
み

ですが，「高
こう

級
きゅう

過
す

ぎたり，上
じょう

品
ひん

過
す

ぎたり

して入
はい

りにくい」という意
い

味
み

で使
つか

う人
ひと

が約
やく

56％いました。 

 また，「ガン見
み

」「ガン寝
ね

」などで使
つか

われる「ガン」は30代
だい

以
い

上
じょう

の人
ひと

は使
つか

わない人
ひと

が多
おお

く見
み

られました。話
はな

す時
とき

にはわ

かりやすい言
こと

葉
ば

を使
つか

うように気
き

をつけたいですね。 

現代
げんだい

の子
こ

ども 体
からだ

大
おお

きくとも体
たい

力
りょく

伴
ともな

わず 

スポーツ庁
ちょう

の「2019年
ねん

度
ど

体
たい

力
りょく

・運
うん

動
どう

能
のう

力
りょく

調
ちょう

査
さ

」

によると，今
いま

の子
こ

どもは，1964年
ねん

の東
とう

京
きょう

オリンピッ

ク直
ちょく

後
ご

の子
こ

どもと比
くら

べ体
からだ

は大
おお

きくなった一
いっ

方
ぽう

，体
たい

力
りょく

の記
き

録
ろく

はあまり変
か

わらないことがわかりました。 

身
しん

長
ちょう

・体
たい

重
じゅう

を1964年
ねん

度
ど

と2019年
ねん

度
ど

で比
くら

べると，

10代
だい

すべての年
ねん

齢
れい

で19年
ねん

度
ど

のほうが上
うわ

回
まわ

っていまし

た。これは，栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

が改
かい

善
ぜん

したためと見
み

られます。 

しかし，運
うん

動
どう

での記
き

録
ろく

はあまり変
か

わっておらず，ボ

ール投
な

げでは10代
だい

すべての年
ねん

齢
れい

で1960年
ねん

代
だい

の平
へい

均
きん

よ

りも低
ひく

い値
あたい

となりました。1985年
ねん

ごろまでは体
たい

格
かく

，体
たい

力
りょく

ともに伸
の

びていましたが，その後
ご

は体
たい

力
りょく

だけが低
てい

下
か

しています。運
うん

動
どう

が得
とく

意
い

な子
こ

とそうでない子
こ

の二
に

極
きょく

化
か

が進
すす

んできています。 
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今年
こ と し

は4年
ねん

に1度
ど

のアメリカ大
だい

統
とう

領
りょう

選
せん

挙
きょ

の年
とし

です。ニュースでも多
おお

く取
と

り上
あ

げられていますね。今年
こ と し

は日本でも総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

が交
こう

代
たい

しました。日
にち

米
べい

のリーダーの選
えら

び方
かた

の違
ちが

いを見
み

てみましょう。 （イラスト：エミル，Ylivdesign/PIXTA） 

アメリカは「選
せん

挙
きょ

人
にん

制
せい

度
ど

」で大
だい

統
とう

領
りょう

を決
き

める 

アメリカのリーダーである大
だい

統
とう

領
りょう

。選
せん

挙
きょ

の投
とう

票
ひょう

日
び

は，アメリカの法
ほう

律
りつ

で「11月
がつ

の第
だい

１月
げつ

曜
よう

日
び

の次
つぎ

の火
か

曜
よう

日
び

」と決
き

ま

っています。この法律
ほうりつ

は150年
ねん

以
い

上
じょう

も前
まえ

から続
つづ

いています。アメリカ国
こく

民
みん

で18歳
さい

以
い

上
じょう

なら，大
だい

統
とう

領
りょう

選
せん

で投
とう

票
ひょう

する資
し

格
かく

があります。投
とう

票
ひょう

は州
しゅう

ごとに国
こく

民
みん

の直接
ちょくせつ

投票
とうひょう

によって行
おこな

われ，その後
ご

，「選
せん

挙
きょ

人
にん

」という人
ひと

たちがその結
けっ

果
か

を受
う

けて後
ご

日
じつ

改
あらた

めて投
とう

票
ひょう

するという，2段階
だんかい

に投票
とうひょう

する形
けい

式
しき

で選
せん

挙
きょ

が行
おこな

われます。 

「選挙人
せんきょにん

」とは，人口
じんこう

などに応
おう

じて各
かく

州
しゅう

と首
しゅ

都
と

ワシントンD.C.に割
わ

り当
あ

てられた「大
だい

統
とう

領
りょう

を選
えら

ぶ権
けん

限
げん

をもつ代
だい

表
ひょう

」

のことです。例
たと

えば人
じん

口
こう

の多
おお

いカリフォルニア州
しゅう

は55人
にん

，テキサス州
しゅう

は38人
にん

，逆
ぎゃく

に少
すく

ないモンタナ州
しゅう

やワイオミ

ング州
しゅう

などでは3人
にん

とかなり差
さ

があります。アメリカでは，その州
しゅう

で過
か

半
はん

数
すう

を取
と

った候
こう

補
ほ

がその州
しゅう

全
ぜん

員
いん

の選
せん

挙
きょ

人
にん

す

べてを獲
かく

得
とく

する「勝
しょう

者
しゃ

総
そう

取
ど

り」方
ほう

式
しき

を採
さい

用
よう

しています（メーン州
しゅう

とネブラスカ州
しゅう

は例
れい

外
がい

的
てき

に勝
しょう

者
しゃ

総
そう

取
ど

りしない）。

そして全
ぜん

米
べい

538人
にん

の選
せん

挙
きょ

人
にん

のうち，過
か

半
はん

数
すう

の270人
にん

以
い

上
じょう

を獲
かく

得
とく

した候
こう

補
ほ

が，最
さい

終
しゅう

的
てき

な勝
しょう

者
しゃ

，つまり次
つぎ

の大
だい

統
とう

領
りょう

とな

るのです。このような方
ほう

式
しき

の選
せん

挙
きょ

のため，前
ぜん

回
かい

4年
ねん

前
まえ

の大
だい

統
とう

領
りょう

選
せん

挙
きょ

では，総
そう

得
とく

票
ひょう

数
すう

では民
みん

主
しゅ

党
とう

のクリントン候
こう

補
ほ

のほ

うが 200万
まん

票
ひょう

以
い

上
じょう

多
おお

かったにもかかわらず，共
きょう

和
わ

党
とう

のトランプ候
こう

補
ほ

が 74人
にん

多
おお

い 306人
にん

の選
せん

挙
きょ

人
にん

を獲
かく

得
とく

し勝
しょう

利
り

した

という不
ふ

思
し

議
ぎ

な結
けっ

果
か

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲各
か く

州
しゅう

の選
せん

挙
き ょ

人
にん

の数
かず

 ▲選
せん

挙
き ょ

人
にん

制
せい

度
ど

のしくみ。敗北
はいぼく

するとわずかな票
ひょう

差
さ

でも，選
せん

挙
き ょ

人
にん

を獲
か く

得
と く

できない。 

 

日本は国
こっ

会
かい

で指
し

名
めい

して総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

を決
き

める 

日本では総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

を決
き

めるため，国
こっ

会
かい

の衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

両
りょう

方
ほう

で選
せん

挙
きょ

が行
おこな

われます。総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

を決
き

めるときは，日

本でも選
せん

挙
きょ

ですが，投
とう

票
ひょう

できるのは国
こく

民
みん

ではなく国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

です。国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を選
えら

ぶのは国
こく

民
みん

なので，総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

選
えら

びにも，

国
こく

民
みん

の意
い

思
し

は反
はん

映
えい

されていると言
い

えます。政
せい

党
とう

の総
そう

裁
さい

などが内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

の候
こう

補
ほ

となり，選
せん

挙
きょ

で過
か

半
はん

数
すう

を獲
かく

得
とく

した国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

が総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

に指
し

名
めい

されます。このため，総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

はふつう国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

が多
おお

い政
せい

党
とう

から選
えら

ばれます。そして，その後
ご

，

天
てん

皇
のう

陛
へい

下
か

から任
にん

命
めい

されて，内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

となります。 


